
・元気に活動する児童 

・喜んで取り組む児童 

・みんなと仲良く遊ぶ児童 

・自分のことは自分でする児童 

〈キャッチフレーズ〉 

笑顔いっぱい 
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６月１７日、１８日、３年生から６年生の児童は、七ツ森希望の家で宿泊学習を行いました。一日

目はタカカツ万葉パークでそり滑りやアスレチックに挑戦しました。最初は緊張していた児童も、

楽しんでいる友達の姿を見て滑ってみたり、アスレチックで友達と一緒にネットを登ったり円盤を

渡ったりと、暑い中、友達と笑い合いながら楽しむことができました。昼食後は、希望の家でロケッ

トコプター作りに集中し、思い思いに色を塗って完成させました。飛ばすことに苦戦しながらも手

作りのロケットコプターが上手く飛んだ時には喜んでいました。二日目はクラフト制作や掃除に意

欲的に取り組み、友達と協力する姿が多く見られました。これまでの学習を生かしながら、洗面や布

団敷きなどにも取り組むことができ、児童一人一人の成長と笑顔があふれる、素敵な宿泊学習にな

りました。 

わたしたちは、お手伝いマスター！ 
宿泊学習に参加しなかった１、２年生は、身の回りの中で自分ができる手伝いについて知り、必

要な技能を身に付けることをねらいとして「お手伝いをしよう」に取り組みました。机拭きや掃除

機掛け、窓拭き等に取り組み、自分から雑巾を持って拭く等、意欲的な姿が見られました。掃除し

終えた状態を見て、「すごくきれいになったね」と教師に伝え、一人一人達成感を味わうことがで

きました。 

アスレチック レクリエーション 

洗顔 部屋掃除 朝の集い 


